
　日本国内のめがねフレーム製造の
90%以上を占める、さばえ（福井県鯖
江市・福井市・越前町を中核とする集
積地を指す）の企業200数十社で構
成される（一社）福井県眼鏡協会（福
井県鯖江市、会長：佐々木英二）は、

先人が築きあげたMADE IN JA -
PANの価値をより高めていくために
「原産国表示の運用の明確化」を徹
底し、「MADE IN JAPAN, 風土
I N JAPAN」という活動指針を表明。
めがねづくりの営みを通して、地域の
暮らし、自然、文化を育んでいくととも
に、風土からものを形づくるという循環
を生み出していくための活動を9月中
旬から開始した。

「原産国表示の明確化」
原産国表示の運用基準を産地内の
共通ルールとして明確化する

　福井県眼鏡協会は、公正取引委員
会が定めためがねフレーム製造におけ
る原産国表示
の厳守を目的と
して、協会に加
盟する企業の
基準認識を改
めて確認し、産

地内外に対して明確化する。
　さばえのめがねづくりは、120年に及
ぶ歴史の中で細かく分業化が進んで
きた。めがねが製品として完成し、流通
し、購買者のもとに届くまでに複数の
企業と人が関わる。そのため、個々のフ

レームに対して原産国表示を正しく行
い、MADE IN JAPANの価値を守り、
高めていくには、協会に加盟する200
数十社が公正取引委員会の定めた基
準内容を深く理解し、遵守することが
不可欠となる。
　そこで協会では、企画・製造・販売
企業にくわえて、材料・部品・加工・仕
上げなどのサプライチェーン各社に周
知し、個々の会社が誓約書を協会に提
出するという厳正な仕組みを設けた。
　協会が「原産国表示の運用の明確
化」を推進する背景には、他国で組み
立て加工されたフレーム（公正取引委
員会が定める原産国表示基準を満た
さないもの）が、国内に輸入され、さば
えで最終工程のみを施し、地域内を経
由することで、MADE IN JAPAN表記
がなされ、流通されることを未然に防
ぐ目的がある。国内外ブランドOEM製
品を含む、年間約1000万本（令和5年
度総出荷額より算出）のフレームを製
造するさばえは、MADE IN JAPANの
正しい価値を構築し、魅力ある地域づ
くりを通して原産国、原産地ならでは
の風土を実感できるめがねづくりを目
指していく。　　　   ＊関連記事は5面

　全日本眼鏡工業連合会（会長：増永
宗大郎）、日本眼鏡卸組合連合会（会
長：薮下和巳）、一般社団法人福井県
眼鏡協会（会長：佐々木英二）の眼鏡
関連業界の有志3団体は、2026年10

月5日から7日の3日間、東京都立産業
貿易センター浜松町館で「業界のため
の、業界による、業界の統一展示会」を
新たに開催することを決め、眼鏡業界
の統一した総合展示会開催のための
実行委員会設立に向けた趣意書を９月
11日付で眼鏡記者会に向け発表した。

　近年、眼鏡
業界では同時
期に複数の会
場で眼鏡展示
会が開催され

る状況が常態化し、来場者の移動や時
間調整などに大きな負担がかかる状
況となっていた。
　このような状況は、来場者の減少や
情報発信力の分散を招き、結果として
出展者・来場者の双方にとって非効率
な状態を生み出していた。

　提案者となる有志3団
体は「私たちは、展示会の
あり方を見つめ直し、業
界全体の発展に貢献す
る新たな道を模索すべき

時であると判断いたしました。そこで、
眼鏡業界が一体となって連携・運営す
る、真に意義のある展示会を開催する
ことを決断いたしました」とし、業界に
向けて意思表明を図った。

　新展示会は、業界有志3団体が提案
者となり、「業界内の垣根を越えた連
携によって、より強力な情報発信と交
流の場を創出することを目指します。現
在、この新展示会の趣旨に賛同してい
ただける団体様および企業様を募るた
め新展示会開催における別紙『趣意
書』を作成しました。ご賛同いただける
団体様および企業様を広く募っており
ます」と業界に広く呼び掛けている。

　さらに「今後、ご賛同いただいた皆様
とともに実行委員会を組織し、展示会
の企画・運営を進めてまいります。本展
示会の成功には、業界に関わるすべて
の皆様のご理解とご協力が不可欠で
す。ぜひとも趣旨にご賛同いただき、と
もに新しい時代の眼鏡業界を創り上げ
てまいりましょう。皆様のご参加・ご支
援を心よりお願い申し上げます」
と決意を表明した。
　なお、提案者の有志3団体のほか、8
月6日付で、一般社団法人日本メガネ
協会（理事長：風早昭正）、公益社団法
人日本眼鏡技術者協会（会長：木方伸
一郎）の2団体が賛同者となっている。

　【開催概要】展示会名 : JA PA -
N EYEWEAR EXPO（仮称）／開催
日程：2026年10月7日（水）～9日（金）
／会場:東京都立産業貿易センター浜
松町館2F・3F・4F・5F。
　【問い合わせ先】一般社団法人 福
井県眼鏡協会＝担当：伊藤幸彦。
TEL：0778 - 5 2 - 9 1 11、Ema i l：
ito@megane.gr.jp
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めがね産地さばえが表明する
「原産国表示の運用の明確化」と
「MADE IN JAPAN、
 風土 IN JAPAN」の地域づくり

新しい時代の眼鏡業界を
ともに創り上げよう

2026年10月に統一展示会を開催
業界が一体となる実行委員会を設立
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